
音楽－２（第２学年） 音楽の特徴などを自分なりに言葉で表す事例
【学習活動の概要】

１ 題材名 歌劇における音楽の特徴を物語の展開と関連付けて理解して，鑑賞しよう

２ 題材の目標
歌劇「アイーダ」に親しみ，音色，速度，旋律，強弱などが生み出す音楽の特徴を物語の展開と

関連付けて理解し，総合的な芸術としての歌劇のよさや美しさを味わって聴く。

３ 評価規準
【音楽への関心・意欲・態度】

・歌劇における音色，速度，旋律，強弱などが生み出す音楽の特徴に関心をもち，それらと物語の
展開を関連付けて鑑賞する学習に主体的に取り組もうとしている。

【鑑賞の能力】
・登場人物の声，管弦楽の音色や響き，速度，旋律，強弱を知覚し，それらの働きが生み出す特質

や雰囲気を感受している。
・「アイーダ」の音楽の特徴を物語の展開と関連付けて理解して，登場人物の心情を音楽でどのよ

うに表現しているかを考え，根拠をもって批評し，歌劇のよさや美しさを味わって聴いている。

４ 教材
歌劇「アイーダ」（ヴェルディ作曲）を鑑賞教材とし，特に，第２幕第２場を中心的に取り上げる。
この場面は，表現力豊かな管弦楽に支えられて，複数の登場人物がそれぞれの心情を歌い上げている。

声種による表現の違いや魅力，独唱，重唱，合唱それぞれの表現力，登場人物の心情，歌手の演技を支
える管弦楽の豊かさなどについて生徒が主体的に聴き，登場人物の心情を音楽でどのように表現してい

るかなどを考えて，歌劇のよさなどを味わうことに適した教材である。

５ 主な学習活動
題材の展開（全４時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第１時 「交響曲第９番（終楽章）」（ベートーヴェン作 視聴した音楽の特徴について気付い
曲）と歌劇「アイーダ」の一部分を比較しなが たことを発表することを通じて，総
ら視聴し，歌劇が総合的な芸術であることを理 合的な芸術，あらすじ，登場人物な
解するとともに，あらすじ，登場人物を知る。 どを理解できるように配慮する。

第２時 歌劇における独唱者の声種と配役，合唱や管弦 生徒にとって感じ取りやすい場面を
楽の役割などを理解し，合唱（司祭たち，民衆）， 取り上げて，登場人物の心情と音楽
エジプト国王，アムネリスのいずれかに焦点を の特徴について学級全体で意見交換

絞って聴き，音色，速度，旋律，強弱を手掛か をするとともに，グループで話し合
りにしながら登場人物の心情と音楽表現との関 いながらワークシートに記入する活
連を考える。 動を行い，主体的な取組を促すよう

にする。

第３時 前時の活動を基にしながら，音楽の特徴と物語 ワークシートに「自分はどのように
の展開との関連についてグループ及び学級全体 理解したのか」などを記入する欄を
で意見交換をするとともに，歌による表現と詩 設けて，自己の考えを表すことがで

の朗読を比較するなどして，第２幕第２場を鑑 きるようにする。
賞する。

第４時 第３幕と第４幕の一部分を視聴し，第３時まで 第１～３時で学習してきたことを基

に学習したことを含めて，アイーダの音楽の特 に，音楽の特徴や感じ取ったり考え
徴と物語の展開について自分なりに感じ取った たりしたことを総合して批評文にま
り考えたりしたことを批評文にまとめ，最後に とめることができるよう配慮する。
「アイーダ」のハイライトを鑑賞する。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
中学校学習指導要領第２章第５節音楽〔第２学年及び第３学年〕の２内容「Ｂ鑑賞」(1)のア

「音楽を形づくっている要素や構造と曲想とのかかわりを理解して聴き，根拠をもって批評する
などして，音楽のよさや美しさを味わうこと。」，イ「音楽の特徴をその背景となる文化・歴史
や他の芸術と関連付けて理解して，鑑賞すること。」を踏まえ，本指導事例では，〔共通事項〕
の音色，速度，旋律，強弱を知覚・感受することを支えとしながら歌劇「アイーダ」の音楽の特

徴を物語の展開と関連付けて理解し，そのよさなどを考えながら鑑賞をする。
また，３「指導計画の作成と内容の取扱い」２(7)のア「生徒が自己のイメージや思いを伝え

合ったり，他者の意図に共感したりできるようにするなどコミュニケーションを図る指導を工夫

すること。」を踏まえ，学級全体やグループでの意見交換，ワークシートへの記入などを適切に
取り入れることによって鑑賞の学習の充実を図る。

【言語活動の充実の工夫】
第２・３時では第２幕第２場を視聴し，ランフ

ィス，合唱（司祭たち，民衆），エジプト国王，ア

ムネリスのそれぞれの心情が音楽でどのように表
現されているかについて考える学習活動を，次の
ように行った。まず，学級全体でランフィスの歌

唱を聴き，「セリフ」「思い・気持ち」「音楽の特徴」
について意見交換をする。次に，合唱，エジプト
国王，アムネリスのいずれかを選択し，グループ
に分かれてランフィスと同じように聴く。その際，

「セリフ」「思い・気持ち」「音楽の特徴」の関連
を友達と意見交換をしながら考えて，ワークシー
トに書き入れていく。右のワークシートの生徒は，
「絶対にゆるせない」という心情について「憎し

みを込めた力強い声で歌っている」，一方，「助け
てください」という心情について「弱くて速度が
遅い」「後ろのオーケストラもゆっくりなめらかな

感じになった」と書いており，心情と音楽の特徴
を関連付けて聴く力が育まれていることが分かる。
さらに，「みんなに聴いてほしいところ（ここが聴
きどころ）」の欄に書くことによって，自分なりの

価値を表すことができるような力の育成を図って
いく。

第３時後半では，歌と詩の朗読を比較するなど
して，６人の登場人物と合唱が複雑に交錯する心

情を歌うアンサンブルが展開する第２場最後の場
面を鑑賞する。ここでは学級全体やグループでの
学習活動を通して，自分はどのように理解したの

かを明らかにするために，右のワークシートを用
いた。学習１の欄は，「私は（登場人物を書く）の
○○○な気持ちを，（音楽を形づくっている要素の
働きを書く）で表現していたところが，（自分なり

の考えを書く）だった」の文脈で書くように例示
した。また，学習２の欄は，総合的な芸術におけ
る音楽の役割を意識しながら書くことによって，

歌劇に対する理解が深まるようにした。
このように音楽の特徴などを意見交換やワーク

シートにおいて表現する言語活動を取り入れるこ
とが第４時に批評文にまとめる際の基になるとと

もに，主体的に鑑賞に取り組む学習を充実させる。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：①，④，⑥ （※分類番号はP5表参照）


